
はじめに
自殺

人格コンプレックス



生きづらさ

秋葉原無差別殺傷事件

１．2008年6月8日＠秋葉原
戦場



白昼の惨劇



ショータイム





２．バックグラウンド
幼少期

6月4日 



中学時代
6月4日

高校時代

短大時代

派遣社員時代



正社員時代

再び派遣社員に

３．様々な見解

赤木 智弘　　社会性への渇望



雨宮 処凛　　働き続けたくてキレた25歳



吉田  司　　「弱者」に向けられた意志のある刃

斉藤  環　　一元化した対人評価、負け組・弱者という思い込み





本田  透　　殺人はスキルなくとも主役になれる手段

柳下毅一郎　　製造派遣は視野狭窄の入り口

本田

柳下

本田

柳下



本田

柳下

本田

柳下

蔵  研也　　格差の否定はただの嫉妬　それよりも価値観の醸成を



４．失われた尊厳
透明な存在

6月6日



人気のヒエラルキー



雨宮処凛

萱野稔人
雨宮処凛

萱野稔人
雨宮処凛

萱野稔人

雨宮処凛

萱野稔人



ネットでも孤立

4月15日

5月10日

5月14日

6月4日



「非モテ」と「男」

5月9日

4月25日

6月4日
6月5日



コンプレックス
3月16日

5月19日



5月12日

5月28日
5月29日
6月4日
6月5日



替えのある自分・派遣のアイデンティティ

6月5日

萱野
雨宮

萱野

5月28日 



6月5日（事件3日前）

条件つきの愛情



ワガママな殺人



おわりに
音楽



60億の価値観

秋葉原無差別殺傷事件
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